
令和７年度全国愛玩動物飼養管理士の日の活動結果報告 

１ 全国愛玩動物飼養管理士の日の制定の経緯と目的 

公益社団法人日本愛玩動物協会（以下、協会という）は、動物の愛護と適正な飼
養管理並びにそれらの普及啓発等の幅広い業務を行っている。業務の一つとして、
愛玩動物飼養管理士の受講受験、認定登録等を行っており、その資格取得者は日本
全国で約 24 万人に上る。愛玩動物飼養管理士は愛玩動物の適正飼養の普及啓発等に
ついて、個人や地域の団体での活動等を行っており、また、企業や行政機関におい
てもその資格を日々の業務に活用するなど、色々な形態での活動が推進されてきて
いる。 
 しかしながら、せっかくの活動も全国的・統一的に行われておらず、また、社会
貢献活動をしたくても地理的・時間的な制約などから活動を休止している方々もい
る。このようなことから、今般、10 月４日が「世界動物の日」であることにちな
み、令和 7 年から毎年 10 月４日を「全国愛玩動物飼養管理士の日」の日として定
め、毎年適切なテーマを設定して、全国の愛玩動物飼養管理士が力を合わせて、統
一的な活動を実施することとした。このことにより、愛玩動物飼養管理士の意欲向
上、動物愛護管理施策に役立つデータ作成等に資するものと考える。 

２ 令和７年度の活動 

令和 7 年度は、次の二つのテーマの調査を実施した。 

Ａ．犬のお散歩マナー調査（観察調査） 
 人と動物とが共生する社会を実現するためには、ペットを飼っている人も飼っ
ていない人も、お互いのことを理解して、気持ちよく暮らせるようになることが
大切であるため、犬のお散歩の際のマナーの遵守状況について、目視による観察
調査を行った。 

Ｂ．犬・猫の災害時対策調査（アンケート調査） 
 大地震や豪雨などの大災害に備え、災害から人とペットを守るため、飼い主の  
防災意識、避難用品の備蓄、避難の事前確認、同行・同伴避難の準備状況などに  
ついてのアンケート調査を行った。 

３ 実施期間

令和７年１０月４日（土）から８日（水）まで 
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４ 調査実施者

愛玩動物飼養管理士 

５ 調査項目及び報告方法

 別紙１「犬のお散歩マナー調査票」及び別紙２「犬・猫の災害時対策調査票」に
より調査結果を調査用紙に記録し協会に郵送、FAX またはスマートフォン等から
Google フォームに入力して調査結果を報告した。 

６ 調査件数

4,724 件 
（内訳） 

報告方法 犬のお散歩マナー調査 犬・猫の災害時対策調査 
調査票 2,068 件※ 1,985 件 
Google フォーム 293 件 378 件 

小 計 2,361 件※ 2,363 件 
総 計 4,724 件 

※「犬のお散歩マナー調査」については、後述の定点調査 108 件を含む。
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Ｂ．犬・猫の災害時対策調査（アンケート調査）の結果及び考察

 「犬・猫の災害時対策調査（アンケート調査）」の各調査項目の集計・分析結果と考
察は次のとおりである。 

１ 備蓄について 

【調査項目１】被災時にも使える予備のペットフードは備えていますか？ 

被災時のペットフードの備えについては、有効回答 2,339 件のうち、「はい」が
1,691 件（72.3％）、「いいえ」が 648 件（27.7％）であり、70％以上が予備のペット
フードを備えていた（表１、図１）。

表１. 被災時にも使える予備のペ

ットフードの備え

件数 割合 

はい 1,691 72.3% 

いいえ 648 27.7% 

計 2,339 100.0% 

【調査項目１－１】「はい」と答えた方：何日分の備えがありますか？ 

被災時のペットフードの備えが何日分かについては、有効回答 1,682 件のうち、「5
日分以上」が 1,339 件（79.6％）、次が「3 日分」で 240 件（14.3％）、その次が 4 日
分で 47 件（2.8％）であり、約 80％の人が 5 日分以上のペットフードを備えていると
の回答であった（表１－１、図１－１）。 

表１－１．何日分の備えがあるか 

件数 割合 

１日分 10 0.6% 

２日分 46 2.7% 

３日分 240 14.3% 

４日分 47 2.8% 

５日分以上 1,339 79.6% 

計 1,682 100.0% 
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図１. 被災時にも使える予備の

ペットフードの備え
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図１ー１．何日分の備えがあるか
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【調査項目２】被災時にも使える犬・猫の飲み水は備えていますか？ 

被災時の犬・猫の飲み水の備えについては、有効回答 2,327 件のうち、「はい」が
1,430 件（61.5％）、「いいえ」が 897 件（38.5％）であり、約 60％が被災時も使える
犬・猫の飲み水を備えているとの回答であった（表２、図 2）。 

表２. 被災時にも使える犬・猫の飲み水

の備え 

飲み水の備え 件数 割合 

はい 1,430 61.5% 

いいえ 897 38.5% 
 

計 2,327 100.0% 
 

【調査項目２－１】「はい」と答えた方：何日分の備えがありますか？ 

被災時の犬・猫の飲み水の備えが何日分かについては、有効回答 1,426 件のうち、
最も多いのが「5 日分以上」で 917 件（64.3％）、次が「3 日分」で 332 件（23.3％）、
その次が２日分で 102 件（7.2％）であり、約 60％の人が 5 日分以上の犬・猫の飲み
水を備えているとの回答であった（表２－１、図２－１）。ペットフードが犬や猫用の
ものを準備しているのに対し、飲み水については人用のものを使用することが推測さ
れた。 

表２－１．何日分の備えがあるか   
備えの日数 件数 割合 

１日分 36 2.5%   
２日分 102 7.2%  
３日分 332 23.3%   
４日分 39 2.7%   
５日分以上 917 64.3%  

計 1,426 100.0%  

【調査項目３】ペット用の薬は常備していますか？ 

被災時のペット用の薬の常備については、有効回答 2,327 件のうち、「はい」が 707
件（30.4％）、「いいえ」が 393 件（16.9％）、「服用していない」が 1,237 件（53.2％）
であり、約半数が薬は服用しておらず、薬を常備しているのは約 30％であるとの回答で
あった（表３、図３）。 

1430, 
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図２. 被災時にも使える犬・猫の

飲み水の備え
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図２－１．何日分の備えがあるか
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表３. ペット用の薬を常備しているか 

薬の常備 件数 割合 

はい 707 30.4% 

いいえ 393 16.9% 
 

服用していない 1,237 53.2% 
 

計 2,327 100.0% 

【調査項目３－１】「はい」と答えた方：薬の種類は知っていますか？ 

被災時のペット用の薬の種類を知っているかについては、有効回答 728 件のうち、
「はい」が 676 件（92.9％）、「いいえ」が 52 件（7.1％）であり、90％以上の人がペッ
ト用の薬の種類を知っているとの回答であった（表３－１、図３－１）。

表３－１. 薬の種類を知っているか 

薬の種類 件数 割合 

はい 676 92.9% 

いいえ 52 7.1% 

計 728 100.0% 

【調査項目４】ケージやキャリーバッグは所持していますか？ 

被災時用のケージやキャリーバッグの所持については、有効回答 2,329 件のうち、
「はい」が 2,132 件（91.5％）、「いいえ」が 197 件（8.5％）であり、90％以上のひと
が所持しているとの回答であった（表４、図４）。 

表４. ケージやキャリーバッグの所持 

ケージ等の所持 件数 割合 

はい 2,132 91.5% 

いいえ 197 8.5% 

計 2,329 100.0% 

【調査項目５】被災時に避難所に持っていくものとして、ペットのために用意しているも
のをすべて選択してください。 

被災時に避難所に持っていくものについては、有効回答 1,999 件のうち、最も多い
のが「②トイレ用品（ペットシーツや猫砂）」で 788 件（39.4％）、次が「① ペットの
写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）」で 412 件（20.6％）、その次が「① ペッ

707, 30%

393, 

17%

1237, 

53%

図３. ペット用の薬を常備しているか
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図３－１. 薬の種類を知っているか
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図４. ケージやキャリーバッグの所持
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トの写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※
飼い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等が記録されているもの」で 407
件（20.4％）との回答であった。いずれもトイレ用品、ペットの写真を選択する回答
が多かった（表５、図５）。

表５．避難所にもっていくもの（複数選択） 

避難所に持っていくもの 件数 割合 

① ペットの写真 98 4.9% 

① ペットの写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂） 412 20.6% 

① ペットの写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）, ⑤ 犬・猫の飼育記

録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等が記録さ

れているもの

407 20.4% 

① ペットの写真, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかり

つけの動物病院・健康状態等が記録されているもの
17 0.9% 

② トイレ用品（ペットシーツや猫砂） 788 39.4% 

② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼

い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等が記録されているもの
220 11.0% 

⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健

康状態等が記録されているもの 57 2.9% 

計 1,999 100.0% 

98, 4.9%

412, 20.6%

407, 

20.4%
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788, 

39.4%
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図５. 避難所にもっていくもの（複数選択）

① ペットの写真

① ペットの写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）

① ペットの写真, ② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連

絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等が記録されているもの

① ペットの写真, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等

が記録されているもの

② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）

② トイレ用品（ペットシーツや猫砂）, ⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかりつけの

動物病院・健康状態等が記録されているもの

⑤ 犬・猫の飼育記録や飼育手帳 ※飼い主の連絡先・かかりつけの動物病院・健康状態等が記録されている

もの

n=1,999
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２ 登録、ワクチン接種等について 

【調査項目６】マイクロチップの装着はしていますか？ 

マイクロチップの装着については、有効回答 2,331 件のうち、「すべての犬、猫に
装着している」が 1,119 件（48.0％）、「一部の犬、猫に装着している」が 214 件
（9.2％）、「全くしていない」が 996 件（42.7％）であった。「すべての犬、猫に装
着」、「一部の犬、猫に装着」を合わせて、約 60％でマイクロチップを装着している
との回答であった（表６、図６）。 

表６. マイクロチップの装着 

マイクロチップ 件数 割合 

すべての犬、猫に

装着している 
1,119 48.0% 

一部の犬、猫に装

着している 
214 9.2% 

全くしていない 996 42.7% 

計 2331 100.0% 

【調査項目６－１】「装着している」と答えた方：環境省のデータベースには登録してい
ますか？ 

  環境省のデータベースへの登録については、「すべての犬、猫の登録をしている」
が 952 件（72.8％）、「一部の犬、猫の登録をしている」が 172 件（13.1％）、「全く
していない」が 184 件（14.1％）であった。すべての犬、猫の登録及び一部の犬、
猫の登録を合わせて、約８割強で環境省データベースへの登録をしているとの回答
であった（表６―１、図６―１）。 

表６－1．環境省データベースへの登録 

登録の有無 件数 割合 

すべての犬、猫の登

録をしている
952 72.8% 

一部の犬、猫の登録

をしている
172 13.1% 

全くしていない 184 14.1% 

計 1,308 100.0% 

＜マイクロチップの装着と環境省データベース登録の関係＞ 

有効回答 1,306 件のうち、マイクロチップの装着が「すべての犬、猫に装着してい
る」1,072 件について見ると、「すべての犬、猫の登録をしている」が 922 件

1119, 

48.0%

214, 

9.2%

996, 

42.8%

図６. マイクロチップの装着

すべての犬、猫

に装着している

一部の犬、猫に

装着している

全くしていない

n=2,331

952, 

72.8%

172, 

13.1%

184, 

14.1%

図６－１. 環境省データベースへの登録

すべての犬、猫の

登録をしている

一部の犬、猫の登

録をしている

全くしていない

n=1,308
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（86.0％）に対し、「全くしていない」が 125 件（11.7％）であり、9 割弱が環境省
データベースに登録しているとの結果であった（表６－２、表６－３、図６－２）。 

表６－２．マイクロチップの装着と環境省データベース登録の関係

（件数）

マイクロチップの装着

環境省データベースへの登録

計 すべての犬、猫

の登録をしている

一部の犬、猫の登

録をしている
全くしていない

すべての犬、猫に装着している 922 25 125 1,072 

一部の犬、猫に装着している 27 146 27 200 

全くしていない 2 1 31 34 

計 951 172 183 1,306 

表６－３．マイクロチップの装着と環境省データベース登録の関係

（割合）

マイクロチップの装着

環境省データベースへの登録

計 
すべての犬、猫

の登録をしている

一部の犬、猫の登

録をしている
全くしていない

すべての犬、猫に装着している 86.0% 2.3% 11.7% 100.0% 

一部の犬、猫に装着している 13.5% 73.0% 13.5% 100.0% 

全くしていない 5.9% 2.9% 91.2% 100.0% 

計 72.8% 13.2% 14.0% 100.0% 

環境省への犬・猫のマイクロチップの登録数（令和８年１月 20 日現在）５）と、
一般社団法人ペットフード協会による全国犬猫飼育実態調査６）の犬・猫の飼育数か

86.0%

13.5% 5.9%

2.3%

73.0%

2.9%

11.7% 13.5%

91.2%
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図６－２．マイクロチップの装着と環境省データベース登録の関係
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している
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ら推計したマイクロチップの登録率は約 15％であり、今回の調査結果の犬・猫の登
録率 86％というのはかなり高い数値と言える。今回のアンケートの対象は、調査実
施者（愛玩動物飼養管理士）の犬や猫も含むことから、マイクロチップの装着と環
境省データベースへの登録に関する意識が高いものと推察された。 

【調査項目７】犬・猫に狂犬病ワクチン以外のワクチン接種をしていますか？ 

犬・猫への狂犬病ワクチン以外のワクチン接種については、有効回答 2,315 件の
うち、「すべての犬、猫に接種している」が 1,848 件（79.8％）、「一部の犬、猫に接
種している」が 161 件（7.0％）、「全くしていない」が 306 件（13.2％）であった。
すべての犬・猫に接種、一部の犬・猫に接種を合わせて、90％弱で狂犬病ワクチン
以外のワクチン接種をしているとの回答であった（表７、図７）。 

表７．狂犬病以外のワクチン接種 

ワクチン接種 件数 割合 

すべての犬、猫に接
種している

1,848 79.8% 

一部の犬、猫に接種
している

161 7.0% 

全くしていない 306 13.2% 

計 2,315 100.0% 

【調査項目８】不妊・去勢手術はしていますか？ 

犬・猫への不妊・去勢手術については、有効回答 2,325 件のうち、「すべての犬、
猫にしている」が 1,848 件（79.9％）、「一部の犬、猫にしている」が 163 件
（7.0％）、「全くしていない」が 304 件（13.1％）であった。「すべての犬・猫にし
ている」、「一部の犬・猫にしている」を合わせて、90％強で不妊・去勢手術をして
いるとの回答であった（表８、図８）。 

表８．不妊・去勢手術の有無 

不妊・去勢手術 件数 割合 

すべての犬、猫にし

ている
1,858 79.9% 

一部の犬、猫にして

いる
163 7.0% 

全くしていない 304 13.1% 

計 2,325 100.0% 

1,848 , 

79.8%

161 , 

7.0%

306 , 

13.2%
図７. 狂犬病以外のワクチン接種

すべての犬、猫に

接種している

一部の犬、猫に接

種している

全くしていない

n=2,315

1,858 , 

79.9%

163 , 

7.0%

304 , 

13.1%

図８. 不妊・去勢手術の有無

すべての犬、猫に

している
一部の犬、猫にし

ている
全くしていない

n=2,325
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【調査項目９】ケージやキャリーバッグに嫌がらずに入るようしつけをしていますか？ 

犬や猫がケージやキャリーバッグに入るしつけについては、有効回答 2,326 件の
うち、「すべての犬、猫にしている」が 1,489 件（64.0％）、「一部の犬、猫にしてい
る」が 230 件（9.9％）、「全くしていない」が 607 件（26.1％）であった。「すべて
の犬・猫にしている」、「一部の犬・猫にしている」を合わせて、70％強でケージや
キャリーバッグに入るしつけをしているが、26％ではまったくしつけをしていない
との回答であった（表９、図９）。

表９. ケージやキャリーバッグに入るしつけ 

しつけ 件数 割合 

すべての犬、猫に

している 
1,489 64.0% 

一部の犬、猫にし

ている 
230 9.9% 

全くしていない 607 26.1% 

計 2,326 100.0% 

＜ケージやキャリーバッグに入るしつけに関する犬と猫との違い＞ 
 この調査項目について、後述の「 【調査項目 19】飼育頭数を教えてください。」の
データから「犬だけを飼育している人」「猫だけを飼育している人」を抽出して集
計、分析した。犬では有効回答 1,464 件のうち、「すべての犬にしている」が 1,031
件（70.4％）、「全くしていない」が 356 件（24.3％）であった（表９－１、図９－
１）。一方、猫では有効回答 592 件のうち、「すべての猫にしている」が 305 件
（51.6％）、「全くしていない」が 200 件（33.8％）であった（表９－２、図９－
２）。ケージやキャリーバッグに入るしつけについては、猫よりも犬のほうが実施し
ている割合が高かった。 
 災害時に犬や猫を避難所等に同行する場合は、犬や猫をケージ等に慣れさせておく
ことが重要である３）４）。今回の調査では、飼い主に対して、災害時の避難に備えて日
ごろからケージ等に入るしつけについて普及啓発していくべきことがわかった。 

表９－１. ケージやキャリーバッグに入る

しつけ（犬だけを飼っている人） 

しつけ 件数 割合 

すべての犬にし

ている 
1,031 70.4% 

一部の犬にして

いる 
77 5.3% 

全くしていない 356 24.3% 

計 1,464 100.0% 

1,489 , 

64.0%
230 , 

9.9%

607 , 

26.1%

図９. ケージやキャリーバッグ

に入るしつけ

すべての犬、猫

にしている

一部の犬、猫に

している

全くしていない

n=2,326

1,031 , 

70.4%

77 , 

5.3%

356 , 

24.3%

表９－１. ケージやキャリーバッグに入

るしつけ（犬だけを飼っている人）

すべての犬に

している

一部の犬にし

ている

全くしていな

い

n=1,464
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表９ー２. ケージやキャリーバッグに入る

しつけ（猫だけを飼っている人） 

しつけ 件数 割合 

すべての猫にし

ている 
305 51.5% 

一部の猫にして

いる 
87 14.7% 

全くしていない 200 33.8% 

計 592 100.0% 

【調査項目 10】他人や他のペットに対して、吠えたり噛みついたりしないよう、しつけ
をしていますか？ 

犬や猫が他人や他のペットに吠えたりしないようにしつけしているかについて
は、有効回答 2,325 件のうち、「すべての犬、猫にしている」が 1,523 件（79.9％）
「一部の犬、猫にしている」が 229 件（7.0％）、「全くしていない」が 556 件
（13.1％）であった。「すべての犬・猫にしている」、「一部の犬・猫にしている」を
合わせて、80％以上でしつけをしているが、13％ではまったくしつけをしていない
との回答であった（表 10、図 10）。 

表 10. 吠えたりかみついたりしないしつけ 

しつけ 件数 割合 

すべての犬、猫に

している 
1,523 79.9% 

一部の犬、猫にし

ている 
229 7.0% 

全くしていない 556 13.1% 

計 2,325 100.0％ 

★犬を飼っている人にお伺いします ※猫のみを飼っている方は回答不要です 

【調査項目 11】市区町村に犬の登録をしていますか？ 

市区町村への犬の登録については、有効回答 1,698 件のうち、「すべての犬の登録を
している」が 1,597 件（94.1％）、「一部の犬の登録をしている」が 27 件（1.6％）、
「全くしていない」が 74 件（4.4％）であった。90％以上のほとんどすべての人が、
市区町村への犬の登録をしているとの回答であった（表 1１、図 1１）。 

1,523 , 

66.0%
229 , 

9.9%

556 , 

24.1%

図10. 吠えたりかみついたりしないしつけ

すべての犬、猫にし

ている

一部の犬、猫にして

いる

全くしていない

n=2,325

305 , 

51.5%

87 , 

14.7%

200 , 

33.8%

表９ー２. ケージやキャリーバッグに入

るしつけ（猫だけを飼っている人）

すべての猫に

している

一部の猫にし

ている

全くしていな

い

n=592
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表 11．市区町村への犬の登録 

  件数 割合 

すべての犬の登録

をしている 
1,597 94.1% 

一部の犬の登録を

している 
27 1.6% 

全くしていない 74 4.4% 

計 1,698 100.0% 

＜マイクロチップの装着と市区町村への登録との関係＞ 

有効回答 1,682 件のうち、マイクロチップの装着が「すべての犬、猫に装着してい
る」942 件について見ると、市区町村への登録を「すべての犬の登録をしている」が
919 件（97.6％）に対し、「全くしていない」が 19 件（2.0％）であった。「一部の
犬、猫に装着している」163 件について見ると、市区町村への登録を「すべての犬の
登録をしている」が 139 件（85.3％）、マイクロチップの装着を「全くしていない」
577 件について見ると、市区町村への登録を「すべての犬の登録をしている」は 523
件（90.6％）であった。マイクロチップの装着の有無にかかわらず、市区町村への登
録について「すべての犬の登録をしている」「一部の犬の登録をしている」を合わせ
ると、90％以上で登録していることがわかった（表 11―１、表 11―2、図 11－1） 

表 11―１．マイクロチップの装着と市区町村登録との関係（件数）  

マイクロチップの装着 
市区町村への登録 

計 すべての犬の登

録をしている 
一部の犬の登

録をしている 
全くして

いない 

すべての犬、猫に装着している 919 4 19 942 

一部の犬、猫に装着している 139 14 10 163 

全くしていない 523 9 45 577 

計 1,581 27 74 1,682 
     

表 11－２．マイクロチップの装着と市区町村登録との関係（割合）  

マイクロチップの装着 
市区町村への登録 

計 すべての犬の登

録をしている 
一部の犬の登

録をしている 
全くして

いない 

すべての犬、猫に装着している 97.6% 0.4% 2.0% 100.0% 

一部の犬、猫に装着している 85.3% 8.6% 6.1% 100.0% 

全くしていない 90.6% 1.6% 7.8% 100.0% 

計 94.0% 1.6% 4.4% 100.0% 

1,597 …

27 , 1.6% 74 , 4.4%

図11. 市区町村への犬の登録

すべての犬の登

録をしている

一部の犬の登録

をしている

全くしていない

n=1,698
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【調査項目 12】鑑札は着けていますか？ 

犬への鑑札の装着については、有効回答 1,683 件のうち、「すべての犬に着けてい
る」が 589 件（35.0％）、「一部の犬に着けている」が 58 件（3.4％）、「全く着けて
いない」が 1,036 件（61.6％）であった。「一部の犬に着けている」「全くつけてい
ない」を合わせると、６割強が犬に鑑札を着けていないとの回答であった（表 12、
図 12）。 

表 12．鑑札の装着 

  件数 割合 

すべての犬に着けている 589 35.0% 

一部の犬に着けている 58 3.4% 

全く着けていない 1,036 61.6% 

計 1,683 100.0% 

 

＜市区町村への登録と鑑札装着との関係＞ 

有効回答 1,680 件のうち、市区町村への登録が「すべての犬の登録をしている」
1,582 件について見ると、鑑札の装着を「すべての犬に着けている」が 584 件
（36.9％）に対し、「全く着けていない」が 949 件（60.0％）でああり、市区町村に登
録しているが、鑑札を装着していないほうが多い結果であった（表 12－１、表 12－
２、図 12－1）。 
 狂犬病予防法の特例により、マイクロチップの装着が犬の鑑札とみなされる自治体
もあるため装着していないか、飼い主が鑑札の装着義務を認識していないことが推測
された。 

589 , 

35.0%

58 , 

3.4%

1,036 , 

61.6%

図12. 鑑札の装着

すべての犬に着

けている

一部の犬に着け

ている

全く着けていな

い

n=1,68

3

97.6%

85.3%
90.6%

0.4%

8.6%
1.6%

2.0%
6.1% 7.8%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

図11－1．マイクロチップの装着と市区町村登録との関係

市区町村への登録 全くし

ていない

市区町村への登録 一部の

犬の登録をしている

市区町村への登録 すべて

の犬の登録をしている

n=1,682
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表 12－1．市区町村への登録と鑑札装着の関係（件数）   

市区町村への登録 

鑑札の装着 

計 
すべての犬に

着けている 
一部の犬に着

けている 
全く着け

ていない 

すべての犬の登録をしている 584 49 949 1,582 

一部の犬の登録をしている 2 8 17 27 

全くしていない 3 1 67 71 

計 589 58 1,033 1,680 
     

表 12―2．市区町村への登録と鑑札装着の関係（割合）   

市区町村への登録 

鑑札の装着 

計 
すべての犬に

着けている 
一部の犬に着

けている 
全く着け

ていない 
すべての犬の登録をしている 36.9% 3.1% 60.0% 100.0% 

一部の犬の登録をしている 7.4% 29.6% 63.0% 100.0% 

全くしていない 4.2% 1.4% 94.4% 100.0% 

計 35.1% 3.5% 61.5% 100.0% 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【調査項目 1３】犬には狂犬病ワクチンの接種をしていますか？ 

犬への狂犬病ワクチンの接種については、有効回答 1,683 件のうち、「すべての犬
に接種している」が 1,607 件（95.5％）、「一部の犬に接種している」が 28 件
（1.7％）、「全く接種していない」が 56 件（3.3％）であった。「すべての犬に接種

36.9%

7.4% 4.2%

3.1%

29.6%

1.4%

60.0% 63.0%

94.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

図12－１．市区町村への登録と鑑札装着の関係

鑑札の装着 すべての

犬に着けている

鑑札の装着 一部の犬

に着けている

鑑札の装着 全く着け

ていない

n=1,680
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している」「一部の犬に接種している」を合わせると、ほぼすべて 90％以上が犬に
狂犬病ワクチンを接種しているとの回答であった（表 13、図 13） 

表 13．狂犬病ワクチンの接種 

  件数 割合 

すべての犬に接種

している 
1,607 95.5% 

一部の犬に接種し

ている 
28 1.7% 

全くしていない 56 3.3% 

計 1,683 100.0% 

 犬の市区町村への登録及び狂犬病ワクチン接種については、ともに 90％を超えて
おり、狂犬病予防法に規定された犬の飼い主の義務については、高いレベルで守られ
ていると推測された。これらの措置は、災害時に避難所等に一時的に避難する際に、
他者や他の犬と共同生活を送るうえでも守らなければならない。 
 一方で、これらの措置を実施していないとの回答が 3-4％あったことから、犬の飼
い主の義務の遵守について、引き続き普及啓発していく必要があると考えられた。 

（３）情報収集について 

【調査項目 14】ペット防災に関するパンフレットや書籍、ウェブサイトを見たり、調べ
たりしたことはありますか？ 

ペット防災に関する情報収集については、有効回答 2,300 件のうち、「はい」が
1,326 件（60.3％）、「いいえ」が 914 件（39.7％）であり、60％が情報収集をしてい
るとの回答であった（表 14、図 14）。 

表 14．ペット防災に関する情報収集 

情報収集 件数 割合 

はい 1,386 60.3% 

いいえ 914 39.7% 

計 2,300 100.0% 

 

【調査項目 15】ペット防災に関するセミナー、イベントに参加したことはありますか？ 

ペット防災に関するイベントへの参加については、有効回答 2,307 件のうち、「は
い」が 365 件（15.8％）、「いいえ」が 1,942 件（84.2％）であり、60％強が参加し
たことはないとの回答であった（表 15、図 15）。 

1,386 , 

60.3%

914 , 

39.7%

図14．ペット防災に関する情報収集

はい

いいえ

n=2,300

1,607 , 

95.5%

28 , 1.7%
56 , 3.3%

図13. 狂犬病ワクチンの接種

すべての犬に接種

している

一部の犬に接種し

ている

全くしていない

n=1,683
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表 15．ペット防災に関するイベン

ト等への参加 

イベント参加 件数 割合 

はい 365 15.8% 

いいえ 1,942 84.2% 

計 2,307 100.0% 

【調査項目 16】防災訓練に参加したことはありますか？ 

防災訓練への参加については、有効回答 2,306 件のうち、「はい」が 592 件
（25.7％）、「いいえ」が 1,714 件（74.3％）であり、70％強が参加したことはない
との回答であった（表 16、図 16）。 

表 16．防災訓練への参加 

訓練参加 件数 割合 

はい 592 25.7% 

いいえ 1,714 74.3% 

計 2,306 100.0% 

【調査項目 16－１】「はい」と答えた方：ペットと一緒に避難訓練をしたことはありますか？ 

ペットと一緒の避難訓練の参加については、有効回答 718 件のうち、「はい」が
98 件（13.6％）、「いいえ」が 620 件（86.4％）であり、約 80％強が参加したことは
ないとの回答であった（表 16―１、図 16―１）。 

 

 

 

 

【調査項目 16―２】「いいえ」と答えた方：地域で防災訓練はありましたか？ 

地域で防災訓練があったかについては、有効回答 1,816 件のうち、「はい」が 330
件（18.2％）、「いいえ」が 369 件（20.3％）、「わからない」が 1,117 件（61.5％）
であり、60％強が地域で防災訓練があったかどうかわからないとの回答であった
（表 16―２、図 16―２）。 

 

表 16－1．ペット一緒に避難訓練 

訓練参加 件数 割合 

はい 98 13.6% 

いいえ 620 86.4% 

計 718 100.0% 

98, 

13.6%

620, 

86.4%

図16－1．ペット一緒に避難訓練

はい

いいえ

n=718

365 , 

15.8%
1,942 , 

84.2%

図15．ペット防災に関するイベント

等への参加

はい

いいえ

n=2,307

592 , 

25.7%

1,714 , 

74.3%

図16．防災訓練への参加

はい

いいえ

n=2,306
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表 16－2．地域で防災訓練があったか 

 防災訓練 件数 割合 

はい 330 18.2% 

いいえ 369 20.3% 

わからない 1,117 61.5% 

計 1,816 100.0% 

【調査項目 17】ペット防災に関して、お住いの自治体のウェブサイトを確認したこと
はありますか？ 

ペット防災に関して、居住する自治体のウェブサイトを確認したことがあるかに
ついては、有効回答 2,296 件のうち、「はい」が 574 件（25.0％）、「いいえ」が
1,722 件（75.0％）であり、4 分の 3 が確認したことはないとの回答であった（表
17、図 17）。 

表 17．ペット防災に関する 

地域ウェブサイトの確認 

ウェブサイト

の確認 
件数 割合 

はい 574 25.0% 

いいえ 1,722 75.0% 

計 2,296 100.0% 

【調査項目 18】避難所の場所は知っていますか？ 

避難所の場所について知っているかについては、有効回答 2,300 件のうち、「は
い」が 1,754 件（76.3％）、「いいえ」が 546 件（23.7％）であり、約 4 分の 3 が知
っているとの回答であった（表 18、図 18）。 

表 18．避難所の場所を知っているか 

避難所の場所 件数 割合 

はい 1,754 76.3% 

いいえ 546 23.7% 

計 2,300 100.0% 

【調査項目 18―１】「はい」と答えた方：ペットの種類や頭数などの制限がある避難場
所もありますが、あなたのペットが、あなたと一緒に避難所へ避難できるか確認
していますか？ 

ペットの種類や頭数の制限がある避難所にペットと一緒に避難できるかの確認に
ついては、有効回答 1,766 件のうち、「はい」が 546 件（30.9％）、「いいえ」が

330 , 

18.2%

369 , 

20.3%1,117 , 

61.5%

図16－2．地域で防災訓練があったか

はい

いいえ

わからない

n=1,816

574 , 

25.0%

1,722 , 

75.0%

図17．ペット防災に関する

地域ウェブサイトの確認

はい

いいえ

n=2,296

1,754 , 

76.3%

546 , 

23.7%

図18．避難所の場所を知っているか

はい

いいえ

n=2,300
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1,220 件（69.1％）であり、70％弱が確認したことはないとの回答であった（表 18
―１、図 18―１）。 

表 18－1．ペットが一緒に避難できる

か確認したか 

避難できるか

確認 
件数 割合 

はい 546 30.9% 
いいえ 1,220 69.1% 

計 1,766 100.0% 

 人だけの防災訓練とは異なり、ペットを連れての避難訓練では、ペットのためのケ
ージやペットフード、水などの準備が必要になるほか、ペットを落ち着いた状態にし
ていられるかなど、さまざまな状況が想定される。ペットを同行した避難訓練への参
加の重要性について、継続して普及啓発していく必要があると考えられた 

４ あなたについて 

【調査項目 19】飼育頭数を教えてください。 
 犬、猫の飼育頭数については、調査票の設問では複雑になりすぎたため、「犬 0、猫
0」、「犬 0、猫 1」「犬 0、猫多」、「犬 1、猫 0」、「犬 1、猫 1」、「犬 1、猫多」「犬多、猫
0」、「犬多、猫 1」、「犬多、猫多」に分類して集計した。有効回答 2,356 件のうち、最も
多かったのが「犬 1、猫 0」で 1,112 件（47.2％）、次が「犬多、猫 0」で 369 件
（15.7％）、その次が「犬 0、猫多」で 340 件（14.4％）であった。「犬多、猫多」も 40
件（1.7％）あった（表 19、図 19）。 

表 19．犬、猫の飼育頭数 
 

犬、猫の頭数 件数 割合 

犬 0、猫 0 82 3.5% 

犬 0、猫 1 259 11.0% 

犬 0、猫多 340 14.4% 

犬 1、猫 0 1,112 47.2% 

犬 1、猫 1 59 2.5% 

犬 1、猫多 70 3.0% 

犬多、猫 0 369 15.7% 

犬多、猫 1 25 1.1% 

犬多、猫多 40 1.7% 

計 2,356 100.0% 

 

546 , 

30.9%

1,220 , 

69.1%

図18－1．ペットが一緒に避難できるか

確認したか

はい

いいえ

n=1,766

82 , 

3.5%
259 , 

11.0%

340 , 

14.4%

1,112 , 

47.2%

59 , 

2.5%

70 , 

3.0%

369 , 

15.7%

25 , 

1.1%

40 , 

1.7%

表19．犬、猫の飼育頭数

犬0、猫0

犬0、猫1

犬0、猫多

犬1、猫0

犬1、猫1

犬1、猫多

犬多、猫0

犬多、猫1

犬多、猫多

n=2,356
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【調査項目 20】あなたの年齢について教えてください。 

回答者の年齢については、有効回答 2,307 件のうち、最も多いのが「40 代～50
代」で 1,235 件（53.5％）、次が「60 代以上」で 671 件（29.1％）、その次が「20 代
～30 代」で 295 件（12.8％）であった（表 20、図 20）。 

表 20．回答者の年齢 

年代 件数 割合 

１０代 106 4.6% 

２０代～３０代 295 12.8% 

４０代～５０代 1,235 53.5% 

６０代以上 671 29.1% 

計 2,307 100.0% 

【調査項目 21】あなたの性別について教えてください。 

回答者の性別については、有効回答 2,299 件のうち、女性が 1,875 件（81.6％）、
男性が 424 件（18.4％）であった（表 21、図 21）。 

表 21．回答者の性別 

性別 件数 割合 

女性 1,875 81.6% 

男性 424 18.4% 

計 2,299 100.0% 

【調査項目 22】あなたのお住まいを教えてください。 

 回答者の居住地については、有効回答 2,325 件のうち、最も多いのが東京都で
333 件（14.3％）、次いで埼玉県で 207 件（8.9％）、神奈川県 205 件（8.8％）、北海
道 140 件（6.0％）、千葉県 123 件（5.3％）の順であった。一方、10 件未満が 9 県
あり、回答者数については都道府県によってばらつきが見られた（表 22、図 22） 

表 22．回答者の居住地 

都道府県 件数 割合 都道府県 件数 割合 都道府県 件数 割合 都道府県 件数 割合 

北海道 140 6.0% 東京都 333 14.3% 滋賀県 16 0.7% 香川県 9 0.4% 

青森県 75 3.2% 神奈川県 205 8.8% 京都府 27 1.2% 愛媛県 31 1.3% 

岩手県 34 1.5% 新潟県 36 1.5% 大阪府 74 3.2% 高知県 74 3.2% 

宮城県 39 1.7% 富山県 54 2.3% 兵庫県 83 3.6% 福岡県 58 2.5% 

秋田県 14 0.6% 石川県 10 0.4% 奈良県 24 1.0% 佐賀県 6 0.3% 

106 , 

4.6%
295 , 

12.8%

1,235 , 

53.5%

671 , 

29.1%

図20．回答者の年齢

１０代

２０代～３０代

４０代～５０代

６０代以上

n=2,307

1,875 , 

81.6%

424 , 

18.4%

図21．回答者の性別

女性

男性

n=2,299
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山形県 21 0.9% 福井県 25 1.1% 和歌山県 20 0.9% 長崎県 3 0.1% 

福島県 26 1.1% 山梨県 2 0.1% 鳥取県 7 0.3% 熊本県 11 0.5% 

茨城県 51 2.2% 長野県 16 0.7% 島根県 1 0.0% 大分県 6 0.3% 

栃木県 26 1.1% 岐阜県 25 1.1% 岡山県 31 1.3% 宮崎県 16 0.7% 

群馬県 82 3.5% 静岡県 49 2.1% 広島県 16 0.7% 鹿児島県 48 2.1% 

埼玉県 207 8.9% 愛知県 67 2.9% 山口県 38 1.6% 沖縄県 5 0.2% 

千葉県 123 5.3% 三重県 57 2.5% 徳島県 4 0.2% 計 2325 100.0% 
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